
（別紙３）

～ Ｒ8年2月18日

（対象者数） 19名（16世帯） （回答者数） 19名（16世帯）

～ Ｒ8年2月17日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動における根拠を大事にしながら、プログラムの研

修や情報収集を行っていきたい。

2

今後もグループに応じた支援の充実化を図っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定員の受け入れを調整するのは難しそうなので、どの

ような受け入れが地域のためになるのか検討していき

たい。

2

3

受け入れや利用日数を増やしたい希望にスムーズにご案

内できないこと。

曜日を分けて支援が提供できることは強みではあるが、

特性に応じた振り分けで偏りが出るのも事実としてあ

る。

特性ごとに応じたグループ分けで利用曜日を分けてお

り、グループに応じた活動を提供できる。

小学校1年生～高校3年生までの異年齢の場となってお

りそれぞれの特性に応じて、活動の内容や活動の進め方

を変えて支援を提供しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 Ｒ8年2月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

広い活動スペースにより天候を問わず運動の機会が提供

できる。

広い活動スペースを活かし、運動ができる機会を提供し

ています。また、動的活動スペースと静的活動スペース

もわけているため構造化も図れている。

○事業所名 ワークセンター藤の森

○保護者評価実施期間 Ｒ8年2月10日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 Ｒ8年2月10日

事業所における自己評価総括表公表


